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1 926－5507

● 水道の使用開始・中止
● 水道使用者の名義変更
● 口座振替の申込み、口座の変更
● 水道料金等のお支払いについて

● 検針水量（使用水量）について　など

e-mail：meisuiso@city.akashi.hyogo.jp

1 918－5067
● 水が出ないとき
● 水がにごっているとき
● 道路から水がもれているとき
● ご家庭の水道工事について
● 貯水槽の維持管理について
● 指定給水装置工事事業者について　など

明石市水道部から委託を受けた第一環境株式会社が
業務を行っています。

工務課 1 918－5066
● 水道本管の工事について　など

浄水課 明石市水道料金お客様センター 営業課 

水道部へのご意見・ご質問などをお寄せください 

1 918－5068

1 918－5064

● 水道水の水質について

● 浄水処理の方法

● 浄水場・配水場・貯水池・取水場について

　　　　　　　　　　　　　　     など

総務課 
● 予算・決算について

● 広報紙・ホームページについて

● その他のお問い合わせ・ご意見

水
道
部

への
お問い合

わ
せ

ごっくん　おいしい　明石のお水 
平成19年度 水の日最優秀標語（市内の小学4年生の作品885点の中から選ばれました。） 特

 
　
明
石
市
水
道
事
業
は
、実
質
的
に
平
成
１１
年
度
か
ら
赤
字
と
な

り
、平
成
１４
年
度
に
昭
和
５０
年
度
以
来
の
累
積
赤
字
（
欠
損
金
）
を

計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
平
成
１５
年
度
に
、市
民
の
み
な
さ

ま
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
体
制
を
維
持
し

つ
つ
、経
営
を
健
全
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
中
期
経
営
計
画
」

（
計
画
期
間
平
成
１６
年
度
〜
１９
年
度
）
を
立
て
、そ
の
実
施
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
間
、明
石
市
水
道
部
で
は
、様
々
な
経
営
改
善
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、平
成
１６
年
度
と
１７
年
度
に
段
階
的
な
水
道
料
金
の
値

上
げ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
計
画
期
間
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、「
中
期
経
営
計

画
」
の
主
な
成
果
と
今
後
の
水
道
事
業
経
営
の
課
題
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

水道部職員を装うなど悪質な詐欺や訪問販売が相次いでいます。
水道部が、宅内水道管の洗浄や浄水器の購入、
家庭配管の元につける磁気活性器などをご家庭にお勧めすることはありません。
不要な契約を迫られたり、ご不審に思われたときは、はっきりとお断りください。

悪質な商法にご注意ください！！ 悪質な商法にご注意ください！！ 

���
� �

�
勧誘の手口 

���� 	
高額の契約をする際は、その場で契約せず家族や
友人など周囲の方と相談しましょう。

「水 道 部 営 業 課」1918－5067 
「あかし消費生活センター」1912－0999へご相談ください。契約のトラブルは

水道水の無料点検を 
理由に来訪し、 

「この水を飲むと体に悪い」 
と勧誘 

水質検査、水についての 
アンケート、 

パッキンの無料交換を理由に、 
家にあがりこみ勧誘 

水道水の検査と称して 
塩素に反応する試薬を入れ、 

変色した水を指し 
「水が汚れているから」と勧誘 

 
糖尿病やアトピーに効く 
と嘘の薬効を説明する 

「水道部の方から来ました」 
などと公的機関から来たと 
思わせる「かたり商法」 

判断不十分者に対して 
有無を言わせず 

浄水器を取り付けて請求 

 
夜（7時や8時）に来訪し、 
数人で長時間居座り勧誘 

 
最初の金額から 

大幅な値引きを強調 

 
「水道管から鉛が溶け出して危険」 

と不安がらせて勧誘 

「蛇口の大きさを見せてほしい」 
とあがりこみ、 

勝手に浄水器を取り付けて請求 ��

水
道
部

への
お問い合

わ
せ

ご相談は

収入計 
6,667

支出計 
6,175

施設分担金
（水道管の新設や増径時に 

いただいたお金） 

297 その他
（他事業事務の引受による 

繰入金収入など） 

277

水道料金
6,093

受水費
（兵庫県から浄水処理済みの 

水を買う費用） 

1,314

その他
（委託料など） 

1,144
支払利息

（水道施設をつくるために 
借りたお金の利息） 

578減価償却費
（長期利用する施設の１年ごとの 
  価値の減少分を費用化したもの） 

1,571

492
当年度純利益 

薬品費
（浄水処理のための 
薬品購入費） 

59

動力費
（浄水場などを運転するための 

電力費など） 

324

人件費
1,016

修繕費
（施設や水道メーターの修理費） 

169

収入計 
561

支出計 
1,951

企業債償還金
（借り入れたお金の 
元金を返済する経費） 
1,004 
 

建設改良費
（水道施設を建設したり、 
老朽化した施設を 
更新するための経費） 

902 
 

補てん財源 
（現金支出を伴わない 
減価償却費などによる 
内部留保資金等で補てん） 

 

補てん財源 
（現金支出を伴わない 
減価償却費などによる 
内部留保資金等で補てん） 

 
1,390　 

その他
（固定資産売却代金など） 

3 
 

固定資産購入費
（水道メーターや 

水質検査機器などの購入費） 
45 
 

他会計負担金
（消火栓を設置するための 
一般会計からの繰入金収入） 

35 
 

工事負担金
（開発事業区域で 

水道本管を新設する場合 
などにいただいたお金） 

138

企業債
（水道施設をつくるために 

借り入れたお金） 
385 
 

平
成
１８
年
度  

決
算
の
概
要

単位：百万円（税込み） 単位：百万円（税抜き） 

資
本
的
収
支  

水
道
の
施
設
を
つ
く
る
た
め
に
要
し
た
経
費
と
財
源  

収
益
的
収
支  

水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
に
要
し
た
経
費
と
財
源 

　水道部では、より安全でおいしい水をお届けするために、きめ細かな水質検査を
行っています。この水質検査について、より詳しくご理解いただくため、毎年度、水
質検査計画を作成しています。水質検査計画は、水道部のホームページのほか、行
政情報センター（市役所本庁舎2階）、水道部浄水課（市役所分庁舎3階）でもご覧
いただけます。 
　また、水質検査結果は水道部のホームページと水道部浄水課でご覧いただけます。 
　水道部では、市民のみなさまが最も貴重な水道水質モニターであると考えてい
ます。これからもより良い水道水をお届けするために、水質に関して疑問に思われ
たことや感じたことがあれば、何でもお気軽に浄水課水質検査係（1 928－6386）
までお声をお寄せください。 

　水道のご使用開始・中止などの窓口「明石市水道料金お客様センター」が
移転しました。 
　ご来店の際は移転場所をご確認のうえお越しください。 
　なお、同センターの業務内容については、このページ下段のお問い合わせ
先の欄に掲載しています。 

〒673-0016 明石市松の内1丁目9番１７号
（ＪＲ西明石駅東口より徒歩１５分）

1 926－5507 5 926－5512
●営業時間　午前8時５５分～午後5時４０分
　　　　　 （1月1日～3日を除く毎日）

水道料金お客様センターが 
移転しました 
水道料金お客様センターが 
移転しました 　冬、気温が氷点下になると水道管や水道メータ内の水が凍っ

たり、水道管が破損したりすることがあります。水道管にも冬じた
くをし、寒さ対策をお願い致します。

営業課　給水係・維持係 1 918－5067 
夜間・休日は水道サービスセンター 1 928－6385

詳 し い 水 質 情 報 は ・ ・ ・  

水道管に布や毛布などを巻きつけ、その
上にビニールテープを巻きつけてください。 
（布などが濡れてしまうと効果がなくなり
ますのでご注意ください。） 
 

凍結を防ぐには 

まず、止水栓を閉めるか、破損したところ
に布やテープを巻きつけるなどの応急処
置をしてから下記へご連絡ください。 

水道管が破損してしまったら 

もし凍結してしまったら、あわてて蛇口や
水道管に熱湯をかけると、破損してしまう
ことがあります。気温の上昇を待つか、タ
オルなどをかぶせた上からぬるま湯を少
しずつかけて解凍してください。 

凍結してしまったら 

P

P

P

P

コンビニ●

●三菱東京UFJ銀行

JR西明石駅

国道2号

宮西
公園

ホテル
キャッスルプラザ●

明石市水道料金お客様センター 
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中
期
経
営
計
画
の
主
な
成
果
 

1
　
累
積
赤
字
は
今
年
度
で
解
消
の
見
込
み 

 

今
後
の
水
道
事
業
経
営
の
課
題
 

次
期
中
期
経
営
計
画
を
作
成
中
で
す
 

1
　
水
需
要
の
減
少
へ
の
対
応
 

2
　
地
下
水
の
減
退
へ
の
対
応
 

3
　
老
朽
施
設
・
老
朽
管
の
更
新
集
中
期
に
突
入
 

2
　
6
年
間
で
約
２５
％
の
職
員
数
削
減
 

4
　
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
 

5
　
伊
川
谷
浄
水
場
の
廃
止
 

6
　
市
内
全
域
を
自
然
流
下
方
式
に
 

7
　
老
朽
管
の
布
設
替
え
 

3
　
企
業
債
（
国
や
政
府
系
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
）
残
高
の
減
少
 

    

　
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
よ
る
増
収
と
、人
件
費
と
支

払
利
息
を
中
心
と
す
る
費
用
の
縮
減
に
よ
り
、平
成
１７

年
度
か
ら
単
年
度
黒
字
を
計
上
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

計
画
を
上
回
る
改
善
を
見
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
計

画
よ
り
2
年
早
く
、今
年
度
に
は
累
積
赤
字
を
解
消
で

き
る
見
込
み
で
す
。 

　
職
員
数
の
削
減
に
つ
い
て
は
、計
画
期
間
以
前
の
平

成
１４
年
度
か
ら
取
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
事
業
内

容
、組
織
の
見
直
し
、業
務
の
委
託
化
な
ど
に
よ
り
削

減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、平
成
１９
年
度
初
め
の
職
員

数
は
1
0
9
名
と
な
り
、目
標
を
上
回
る
削
減
を
達
成

し
ま
し
た
。 

 

　
企
業
債
に
は
、長
く
使
用
す
る
施
設
の
建
設
費
用
に
つ

い
て
将
来
の
水
道
利
用
者
に
も
負
担
し
て
い
た
だ
き
、公

平
性
を
図
る
と
い
う
積
極
的
な
側
面
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、そ
の
残
高
が
多
す
ぎ
る
と
支
払
利
息
が
経
営
を
圧

迫
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、長
期
的
視
野
に
立
っ
て
残
高

を
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１７
年
5
月
か
ら
、水
道
料
金
等
を
お
支
払
い
い

た
だ
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
、そ
れ
ま
で
の
2

社
か
ら
、大
幅
に
増
や
し
ま
し
た
。（
平
成
１９
年
１２
月
現

在
２３
社
で
す
。
） 

　
ま
た
、平
成
１８
年
4
月
よ
り
、明
石
市
水
道
料
金
お

客
様
セ
ン
タ
ー
の
営
業
日
を
1
月
1
日
〜
3
日
を
除
く

全
て
の
日
に
拡
大
し
ま
し
た
。 

    

　
水
需
要
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、平
成
１８
年
３
月

末
を
も
っ
て
伊
川
谷
浄
水
場
を
廃
止
し
、3
浄
水
場
体

制
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、人
件
費
や
維
持

管
理
費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

     

　
よ
り
安
定
し
て
水
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、市
内
全
域

の
配
水
方
式
を
、ポ
ン
プ
に
よ
る
圧
送
方
式
か
ら
、自
然

の
高
低
差
を
利
用
し
、停
電
な
ど
に
強
い
自
然
流
下
に
よ

る
配
水
方
式
に
切
り
替
え
る
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

　
平
成
１７
年
3
月
に
は
、東
部
配
水
場
の
配
水
塔
が
完
成

し
、市
内
東
部
高
台
地
区
へ
自
然
流
下
に

よ
り
配
水
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
来
年
3
月
に
は
、西
部
配
水
場
の
配

水
塔
が
完
成
し
、西
部
配
水
場
周
辺
の

高
台
地
区（
大
久
保
町
西
脇
、魚
住
町
金

ヶ
崎
）へ
自
然
流
下
に
よ
り
配
水
で
き
る

よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。 

　
西
部
配
水
場
の
配
水
塔
が
完
成
す
る

と
、市
内
全
域
が
自
然
流
下
に
よ
る
配

水
方
式
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

    

　
市
内
に
は
約
8
7
5
km
の
水
道
管
が

布
設
さ
れ
て
お
り
、計
画
的
な
布
設
替

え
が
必
要
で
す
。
他
事
業（
道
路
、下
水

道
、電
気
、ガ
ス
等
）の
工
事
と
の
同
時

施
工
な
ど
に
よ
り
費
用
の
抑
制
を
図
り

つ
つ
、布
設
替
え
を
進
め
ま
し
た
。 

  

　
こ
こ
ま
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、「
中
期
経
営
計
画
」

の
目
標
は
、市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

ほ
ぼ
達
成
が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
す
。
し
か
し
、水
需

要
の
減
少
に
よ
る
収
益
の
減
少
が
続
く
な
ど
、今
後
と

も
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
と
予
想
さ

れ
ま
す
。 

　
水
道
部
で
は
、さ
ら
な
る
経
営
の
効
率
化
と
お
客
様

満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
て
、今
後
の
取
り
組
む
べ
き

主
な
課
題
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
。 

   

　
節
水
意
識
の
高
揚
や
節
水
機
器
の
定
着
な
ど
に
よ
っ

て
、水
道
使
用
量
は
、平
成
１０
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を

続
け
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
の
経

営
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
を
水
道
料

金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

水
道
使
用
量
の
減
少
は
収
益
の

減
少
に
直
結
し
ま
す
。 

　
中
期
経
営
計
画
で
も
、あ
る
程

度
の
水
道
使
用
量
の
減
少
を
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、実
際
は
そ

れ
以
上
の
ペ
ー
ス
で
減
少
し
つ
づ

け
て
い
ま
す
。 

　
水
道
使
用
量
が
減
少
し
て
も
、

水
を
お
送
り
す
る
た
め
の
施
設（
浄

水
・
配
水
施
設
、水
道
管
網
）
は

即
座
に
縮
小
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、今
後
と
も

水
道
使
用
量
の
減
少
が
続
い
て

も
安
定
し
た
経
営
を
保
て
る
体

制
を
計
画
的
に
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

   

　
明
石
の
水
道
の
水
源
は
、地
下
水
、河
川
水（
明
石
川

か
ら
取
水
し
野
々
池
・
亀
池
に
た
め
て
い
る
水
）、県
水

（
兵
庫
県
水
道
用
水
供
給
事
業
か
ら
購
入
し
て
い
る
浄

水
処
理
済
み
の
水
）の
3
種
類
で
す
。 

　
こ
の
う
ち
地
下
水
は
、海
水
の
浸
入
に
よ
る
塩
水
化

な
ど
の
た
め
、利
用
で
き
る
量
が
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。

今
後
で
き
る
だ
け
長
く
利
用
す
る
た
め
に
は
、利
用
を

抑
制
し
、河
川
水
の
利
用
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
河
川
水
の
利
用
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、鳥

羽
浄
水
場
に
「
高
度
浄
水
処
理
施
設
」
を
導
入
す
る
な

ど
、将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
安
定

し
て
お
届
け
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

   

　
昭
和
３０
〜
４０
年
代
に
か
け
て
の
水
道
事
業
の
拡
張
期

に
整
備
さ
れ
た
施
設
や
水
道
管
の
老
朽
化
が
顕
著
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
施
設
や
水
道
管
の
更
新
・

改
修
を
集
中
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ
の
費
用
を
で
き
る
だ
け
縮

減
す
る
た
め
、計
画
的
か
つ
効
率
的
な
更
新
・
改
修
に
努

め
ま
す
。 

   

　
こ
こ
ま
で
お
知
ら
せ
し
た
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、

水
道
部
で
は
、平
成
２０
〜
２２
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

次
期
中
期
経
営
計
画
を
作
成
中
で
す
。 

　
計
画
が
完
成
次
第
、水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

（
投
資
額 
１６
〜
１９
年
度 : 

5
8
3
百
万
円
）

（
投
資
額 

１６
〜
１９
年
度 : 

1
，9
5
9
百
万
円
）

（
削
減
効
果
額 

１８
〜
１９
年
度 : 

4
0
0
百
万
円
）

単年度収支の推移累積赤字の推移

 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９計画 

 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ 

5,867

5,349
5,780

6,636

1.239

6,346 6,526
6,705 6,667

6,093

6,410
6,175

6,953

6,438

6,640

1,1611,161 1,016
492

313295

△180

△769

6,161

1,186

  Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 計画値 ― △１，２４８ △１，０６５ △　７２６ △　４１３ 

 実績値 △　９３６ △１，１１６ △　８２１ △　３２９ ― 

単位：百万円（税抜き） 

単位：百万円（税抜き） 

単位：百万円（税抜き） 

事業収益　　　　水道料金　　　　事業費用　　　　人件費　　　　黒字　　　　赤字 △1400

△1200

△1000

△　800

△　600

△　400

△　200

0

実績 
計画 

正規職員数の推移

水道使用量の推移

（単位：人） 

（単位：人） 

  Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 計画値 ― １２６ １２４ １１６ １１４ 

 実績値 １３３ １２６ １２４ １１３ １０９ 

  比率（％） ９３．７ ８８．７ ８７．３ ７９．６ ７６．８ 

 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ 
100

110

120

130

140

（年度初） 

（年度初） 

企業債残高の推移

 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ 
165

170

175

180

実績 
計画 

実績 
計画 

  Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 計画値 ― １７８ １７９ １７５ １７３ 

 実績値 １７４ １７９ １７６ １７０ ― 

（単位：億円） 

（単位：億円） 

  Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 計画値 ― ２，９８５ ２，５００ ２，５００ ２，５００ 

 実績値 ２，９２５ ３，０４２ １，９３２ １，８５１ ― 

（単位：m） 

  Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 計画値 ― 36,200 36,000 35,900 35,800 

 実績値 35,862 35,774 35,169 34,601 ― 

（単位：千m3） 

経
営
健
全
化

経
営
健
全
化
に
 

　
　
取

　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

経
営
健
全
化
に
 

　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

　
現
在
、
4
階
建
て
以
上
の
建
物
に
は
、
「
貯
水
槽
式
給
水
」
か
「
直
結
増
圧

式
給
水
」
の
い
ず
れ
か
の
方
式
で
給
水
し
て
い
ま
す
。 

　
貯
水
槽
式
給
水
と
は
、
道
路
上
の
配
水
管
（
水
道
本
管
）
か
ら
の
水
を
い
っ

た
ん
貯
水
槽
（
受
水
タ
ン
ク
）
に
貯
め
て
、
そ
こ
か
ら
ご
家
庭
に
給
水
す
る
方

式
で
す
。
高
層
で
戸
数
の
多
い
建
物
に
安
定
し
て
給
水
で
き
る
と
い
う
利
点
が

あ
り
ま
す
が
、
常
に
ポ
ン
プ
が
稼
動
し
て
い
る
た
め
運
転
コ
ス
ト
（
電
力
）
が

比
較
的
高
く
、
タ
ン
ク
の
中
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
以

上
の
清
掃
が
必
要
で
す
。 

　
直
結
増
圧
式
給
水
と
は
、
配
水
管
と
建
物
内
の
給
水
管
を
直
接
連
結
し
、
そ

の
途
中
の
ポ
ン
プ
で
増
圧
し
て
給
水
す
る
方
式
で
す
。
建
物
の
高
さ
や
戸
数
、

周
囲
の
建
物
の
給
水
へ
の
影
響
の
有
無
と
い
っ
た
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
必
要

な
と
き
だ
け
ポ
ン
プ
が
稼
動
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
運
転
コ
ス
ト

（
電
力
）
が
比
較
的
か
か
ら
ず
、
配
管
内
が
常
に
水
で
満
た
さ
れ
て
い
る
た
め

衛
生
面
で
も
優
れ
て
い
ま
す
。 

　
水
道
部
で
は
、
管
理
負
担
の
小
さ
い
直
結
増
圧
式
給
水
を
拡
大
し
て
お
り
、

現
在
は
１０
階
建
て
５０
戸
程
度
ま
で
の
建
物
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
こ
の
範
囲
を
さ
ら
に
１５
階
建
て
1
4
0
戸
程
度
ま
で
の
建
物
に
拡
大
い
た

し
ま
す
。 

直
結
増
圧
式
給
水
の
対
象
を

１０
階
建
て
か
ら
１５
階
建
て
に
拡
大

　
直
結
増
圧
式
給
水
で
設
置
す
る
ポ
ン
プ
は
、
配
水
管
内
の
水
圧
だ
け
で
は
給

水
で
き
な
い
高
層
ま
で
給
水
す
る
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。
配
水
管
内
の

水
圧
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
十
分
な
水
圧
が
確
保
さ
れ
て
い
る
地

域
で
は
、
4
・
5
階
建
て
の
建
物
に
つ
い
て
ポ
ン
プ
を
用
い
な
い
「
直
結
直
圧

式
給
水
」
で
の
給
水
が
条
件
付
き
で
可
能
に
な
り
ま
す
。 

4
・
5
階
建
て
で
直
結
直
圧
式
給
水
が

条
件
付
き
で
可
能
に

　
以
上
の
変
更
は
平
成
２０
年
4
月
1
日
以
降
に
使
用
を
開
始
す
る
給
水
装
置 

（
既
設
装
置
の
改
修
を
含
み
ま
す
。）か
ら
適
用
し
ま
す
。実
際
の
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、

建
物
の
規
模
や
配
水
管
の
口
径
、水
圧
な
ど
詳
細
な
基
準
に
従
い
個
別
の
状
況
を
確

認
し
て
適
用
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は
水
道
部
営
業
課

（
1
9
1
8-

5
0
6
7
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、詳
細
な
基
準

は
水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

適
用
は
平
成
２０
年
4
月
1
日
か
ら

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
貯
水
槽
・
増
圧
ポ
ン
プ
の

設
置
基
準
を
変
更
し
ま
す
 

変更前変更後

貯水槽

ポンプあり（直結増圧）
又は貯水槽

ポンプなし
（直結直圧）

貯水槽

15階建て
140戸まで

15階建て
140戸超

10階建て
50戸まで

10階建て
50戸超

3階建てまで3階建てまで

5階建てまで

ポンプあり（直結増圧）
又は貯水槽

条件付きポンプなし
（直結直圧）

ポンプなし
（直結直圧）

（比率は、平成１３年度末職員数１４２人を１００とした実績値の比率です。） 

総配水量と水源構成の推移

Ｈ8　Ｈ9　Ｈ１０ 　Ｈ１１　Ｈ１２　Ｈ１３　Ｈ１４　Ｈ１５　Ｈ１６ 　Ｈ１７　Ｈ１８ 
0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500
（単位：万m3） 

総配水量
4,116万m3

県水量

河川水量

地下水量

16.1%

60.7%

23.2%

総配水量
3,623万m3

23.8%

50.9%

25.3%



集
 

特
 

中
期
経
営
計
画
の
主
な
成
果
 

1
　
累
積
赤
字
は
今
年
度
で
解
消
の
見
込
み 

 

今
後
の
水
道
事
業
経
営
の
課
題
 

次
期
中
期
経
営
計
画
を
作
成
中
で
す
 

1
　
水
需
要
の
減
少
へ
の
対
応
 

2
　
地
下
水
の
減
退
へ
の
対
応
 

3
　
老
朽
施
設
・
老
朽
管
の
更
新
集
中
期
に
突
入
 

2
　
6
年
間
で
約
２５
％
の
職
員
数
削
減
 

4
　
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
 

5
　
伊
川
谷
浄
水
場
の
廃
止
 

6
　
市
内
全
域
を
自
然
流
下
方
式
に
 

7
　
老
朽
管
の
布
設
替
え
 

3
　
企
業
債
（
国
や
政
府
系
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
）
残
高
の
減
少
 

    

　
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
よ
る
増
収
と
、人
件
費
と
支

払
利
息
を
中
心
と
す
る
費
用
の
縮
減
に
よ
り
、平
成
１７

年
度
か
ら
単
年
度
黒
字
を
計
上
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

計
画
を
上
回
る
改
善
を
見
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
計

画
よ
り
2
年
早
く
、今
年
度
に
は
累
積
赤
字
を
解
消
で

き
る
見
込
み
で
す
。 

　
職
員
数
の
削
減
に
つ
い
て
は
、計
画
期
間
以
前
の
平

成
１４
年
度
か
ら
取
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
事
業
内

容
、組
織
の
見
直
し
、業
務
の
委
託
化
な
ど
に
よ
り
削

減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、平
成
１９
年
度
初
め
の
職
員

数
は
1
0
9
名
と
な
り
、目
標
を
上
回
る
削
減
を
達
成

し
ま
し
た
。 

 

　
企
業
債
に
は
、長
く
使
用
す
る
施
設
の
建
設
費
用
に
つ

い
て
将
来
の
水
道
利
用
者
に
も
負
担
し
て
い
た
だ
き
、公

平
性
を
図
る
と
い
う
積
極
的
な
側
面
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、そ
の
残
高
が
多
す
ぎ
る
と
支
払
利
息
が
経
営
を
圧

迫
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、長
期
的
視
野
に
立
っ
て
残
高

を
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１７
年
5
月
か
ら
、水
道
料
金
等
を
お
支
払
い
い

た
だ
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
、そ
れ
ま
で
の
2

社
か
ら
、大
幅
に
増
や
し
ま
し
た
。（
平
成
１９
年
１２
月
現

在
２３
社
で
す
。
） 

　
ま
た
、平
成
１８
年
4
月
よ
り
、明
石
市
水
道
料
金
お

客
様
セ
ン
タ
ー
の
営
業
日
を
1
月
1
日
〜
3
日
を
除
く

全
て
の
日
に
拡
大
し
ま
し
た
。 

    

　
水
需
要
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、平
成
１８
年
３
月

末
を
も
っ
て
伊
川
谷
浄
水
場
を
廃
止
し
、3
浄
水
場
体

制
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、人
件
費
や
維
持

管
理
費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

     

　
よ
り
安
定
し
て
水
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、市
内
全
域

の
配
水
方
式
を
、ポ
ン
プ
に
よ
る
圧
送
方
式
か
ら
、自
然

の
高
低
差
を
利
用
し
、停
電
な
ど
に
強
い
自
然
流
下
に
よ

る
配
水
方
式
に
切
り
替
え
る
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

　
平
成
１７
年
3
月
に
は
、東
部
配
水
場
の
配
水
塔
が
完
成

し
、市
内
東
部
高
台
地
区
へ
自
然
流
下
に

よ
り
配
水
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
来
年
3
月
に
は
、西
部
配
水
場
の
配

水
塔
が
完
成
し
、西
部
配
水
場
周
辺
の

高
台
地
区（
大
久
保
町
西
脇
、魚
住
町
金

ヶ
崎
）へ
自
然
流
下
に
よ
り
配
水
で
き
る

よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。 

　
西
部
配
水
場
の
配
水
塔
が
完
成
す
る

と
、市
内
全
域
が
自
然
流
下
に
よ
る
配

水
方
式
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

    

　
市
内
に
は
約
8
7
5
km
の
水
道
管
が

布
設
さ
れ
て
お
り
、計
画
的
な
布
設
替

え
が
必
要
で
す
。
他
事
業（
道
路
、下
水

道
、電
気
、ガ
ス
等
）の
工
事
と
の
同
時

施
工
な
ど
に
よ
り
費
用
の
抑
制
を
図
り

つ
つ
、布
設
替
え
を
進
め
ま
し
た
。 

  

　
こ
こ
ま
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、「
中
期
経
営
計
画
」

の
目
標
は
、市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

ほ
ぼ
達
成
が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
す
。
し
か
し
、水
需

要
の
減
少
に
よ
る
収
益
の
減
少
が
続
く
な
ど
、今
後
と

も
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
と
予
想
さ

れ
ま
す
。 

　
水
道
部
で
は
、さ
ら
な
る
経
営
の
効
率
化
と
お
客
様

満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
て
、今
後
の
取
り
組
む
べ
き

主
な
課
題
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
。 

   

　
節
水
意
識
の
高
揚
や
節
水
機
器
の
定
着
な
ど
に
よ
っ

て
、水
道
使
用
量
は
、平
成
１０
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を

続
け
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
の
経

営
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
を
水
道
料

金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

水
道
使
用
量
の
減
少
は
収
益
の

減
少
に
直
結
し
ま
す
。 

　
中
期
経
営
計
画
で
も
、あ
る
程

度
の
水
道
使
用
量
の
減
少
を
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、実
際
は
そ

れ
以
上
の
ペ
ー
ス
で
減
少
し
つ
づ

け
て
い
ま
す
。 

　
水
道
使
用
量
が
減
少
し
て
も
、

水
を
お
送
り
す
る
た
め
の
施
設（
浄

水
・
配
水
施
設
、水
道
管
網
）
は

即
座
に
縮
小
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、今
後
と
も

水
道
使
用
量
の
減
少
が
続
い
て

も
安
定
し
た
経
営
を
保
て
る
体

制
を
計
画
的
に
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

   

　
明
石
の
水
道
の
水
源
は
、地
下
水
、河
川
水（
明
石
川

か
ら
取
水
し
野
々
池
・
亀
池
に
た
め
て
い
る
水
）、県
水

（
兵
庫
県
水
道
用
水
供
給
事
業
か
ら
購
入
し
て
い
る
浄

水
処
理
済
み
の
水
）の
3
種
類
で
す
。 

　
こ
の
う
ち
地
下
水
は
、海
水
の
浸
入
に
よ
る
塩
水
化

な
ど
の
た
め
、利
用
で
き
る
量
が
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。

今
後
で
き
る
だ
け
長
く
利
用
す
る
た
め
に
は
、利
用
を

抑
制
し
、河
川
水
の
利
用
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
河
川
水
の
利
用
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、鳥

羽
浄
水
場
に
「
高
度
浄
水
処
理
施
設
」
を
導
入
す
る
な

ど
、将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
安
定

し
て
お
届
け
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

   

　
昭
和
３０
〜
４０
年
代
に
か
け
て
の
水
道
事
業
の
拡
張
期

に
整
備
さ
れ
た
施
設
や
水
道
管
の
老
朽
化
が
顕
著
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
施
設
や
水
道
管
の
更
新
・

改
修
を
集
中
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ
の
費
用
を
で
き
る
だ
け
縮

減
す
る
た
め
、計
画
的
か
つ
効
率
的
な
更
新
・
改
修
に
努

め
ま
す
。 

   

　
こ
こ
ま
で
お
知
ら
せ
し
た
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、

水
道
部
で
は
、平
成
２０
〜
２２
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

次
期
中
期
経
営
計
画
を
作
成
中
で
す
。 

　
計
画
が
完
成
次
第
、水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

（
投
資
額 

１６
〜
１９
年
度 : 

5
8
3
百
万
円
）

（
投
資
額 

１６
〜
１９
年
度 : 

1
，9
5
9
百
万
円
）

（
削
減
効
果
額 

１８
〜
１９
年
度 : 

4
0
0
百
万
円
）

単年度収支の推移累積赤字の推移

 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９計画 

 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ 

5,867

5,349
5,780

6,636

1.239

6,346 6,526
6,705 6,667

6,093

6,410
6,175

6,953

6,438

6,640

1,1611,161 1,016
492

313295

△180

△769

6,161

1,186

  Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 計画値 ― △１，２４８ △１，０６５ △　７２６ △　４１３ 

 実績値 △　９３６ △１，１１６ △　８２１ △　３２９ ― 

単位：百万円（税抜き） 

単位：百万円（税抜き） 

単位：百万円（税抜き） 

事業収益　　　　水道料金　　　　事業費用　　　　人件費　　　　黒字　　　　赤字 △1400

△1200

△1000

△　800

△　600

△　400

△　200

0

実績 
計画 

正規職員数の推移

水道使用量の推移

（単位：人） 

（単位：人） 

  Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 計画値 ― １２６ １２４ １１６ １１４ 

 実績値 １３３ １２６ １２４ １１３ １０９ 

  比率（％） ９３．７ ８８．７ ８７．３ ７９．６ ７６．８ 

 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ 
100

110

120

130

140

（年度初） 

（年度初） 

企業債残高の推移

 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ 
165

170

175

180

実績 
計画 

実績 
計画 

  Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 計画値 ― １７８ １７９ １７５ １７３ 

 実績値 １７４ １７９ １７６ １７０ ― 

（単位：億円） 

（単位：億円） 

  Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 計画値 ― ２，９８５ ２，５００ ２，５００ ２，５００ 

 実績値 ２，９２５ ３，０４２ １，９３２ １，８５１ ― 

（単位：m） 

  Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 計画値 ― 36,200 36,000 35,900 35,800 

 実績値 35,862 35,774 35,169 34,601 ― 

（単位：千m3） 

経
営
健
全
化

経
営
健
全
化
に
 

　
　
取

　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

経
営
健
全
化
に
 

　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

　
現
在
、
4
階
建
て
以
上
の
建
物
に
は
、
「
貯
水
槽
式
給
水
」
か
「
直
結
増
圧

式
給
水
」
の
い
ず
れ
か
の
方
式
で
給
水
し
て
い
ま
す
。 

　
貯
水
槽
式
給
水
と
は
、
道
路
上
の
配
水
管
（
水
道
本
管
）
か
ら
の
水
を
い
っ

た
ん
貯
水
槽
（
受
水
タ
ン
ク
）
に
貯
め
て
、
そ
こ
か
ら
ご
家
庭
に
給
水
す
る
方

式
で
す
。
高
層
で
戸
数
の
多
い
建
物
に
安
定
し
て
給
水
で
き
る
と
い
う
利
点
が

あ
り
ま
す
が
、
常
に
ポ
ン
プ
が
稼
動
し
て
い
る
た
め
運
転
コ
ス
ト
（
電
力
）
が

比
較
的
高
く
、
タ
ン
ク
の
中
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
以

上
の
清
掃
が
必
要
で
す
。 

　
直
結
増
圧
式
給
水
と
は
、
配
水
管
と
建
物
内
の
給
水
管
を
直
接
連
結
し
、
そ

の
途
中
の
ポ
ン
プ
で
増
圧
し
て
給
水
す
る
方
式
で
す
。
建
物
の
高
さ
や
戸
数
、

周
囲
の
建
物
の
給
水
へ
の
影
響
の
有
無
と
い
っ
た
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
必
要

な
と
き
だ
け
ポ
ン
プ
が
稼
動
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
運
転
コ
ス
ト

（
電
力
）
が
比
較
的
か
か
ら
ず
、
配
管
内
が
常
に
水
で
満
た
さ
れ
て
い
る
た
め

衛
生
面
で
も
優
れ
て
い
ま
す
。 

　
水
道
部
で
は
、
管
理
負
担
の
小
さ
い
直
結
増
圧
式
給
水
を
拡
大
し
て
お
り
、

現
在
は
１０
階
建
て
５０
戸
程
度
ま
で
の
建
物
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
こ
の
範
囲
を
さ
ら
に
１５
階
建
て
1
4
0
戸
程
度
ま
で
の
建
物
に
拡
大
い
た

し
ま
す
。 

直
結
増
圧
式
給
水
の
対
象
を

１０
階
建
て
か
ら
１５
階
建
て
に
拡
大

　
直
結
増
圧
式
給
水
で
設
置
す
る
ポ
ン
プ
は
、
配
水
管
内
の
水
圧
だ
け
で
は
給

水
で
き
な
い
高
層
ま
で
給
水
す
る
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。
配
水
管
内
の

水
圧
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
十
分
な
水
圧
が
確
保
さ
れ
て
い
る
地

域
で
は
、
4
・
5
階
建
て
の
建
物
に
つ
い
て
ポ
ン
プ
を
用
い
な
い
「
直
結
直
圧

式
給
水
」
で
の
給
水
が
条
件
付
き
で
可
能
に
な
り
ま
す
。 

4
・
5
階
建
て
で
直
結
直
圧
式
給
水
が

条
件
付
き
で
可
能
に

　
以
上
の
変
更
は
平
成
２０
年
4
月
1
日
以
降
に
使
用
を
開
始
す
る
給
水
装
置 

（
既
設
装
置
の
改
修
を
含
み
ま
す
。）か
ら
適
用
し
ま
す
。実
際
の
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、

建
物
の
規
模
や
配
水
管
の
口
径
、水
圧
な
ど
詳
細
な
基
準
に
従
い
個
別
の
状
況
を
確

認
し
て
適
用
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は
水
道
部
営
業
課

（
1
9
1
8-

5
0
6
7
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、詳
細
な
基
準

は
水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

適
用
は
平
成
２０
年
4
月
1
日
か
ら

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
貯
水
槽
・
増
圧
ポ
ン
プ
の

設
置
基
準
を
変
更
し
ま
す
 

変更前変更後

貯水槽

ポンプあり（直結増圧）
又は貯水槽

ポンプなし
（直結直圧）

貯水槽

15階建て
140戸まで

15階建て
140戸超

10階建て
50戸まで

10階建て
50戸超

3階建てまで3階建てまで

5階建てまで

ポンプあり（直結増圧）
又は貯水槽

条件付きポンプなし
（直結直圧）

ポンプなし
（直結直圧）

（比率は、平成１３年度末職員数１４２人を１００とした実績値の比率です。） 

総配水量と水源構成の推移

Ｈ8　Ｈ9　Ｈ１０ 　Ｈ１１　Ｈ１２　Ｈ１３　Ｈ１４　Ｈ１５　Ｈ１６ 　Ｈ１７　Ｈ１８ 
0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500
（単位：万m3） 

総配水量
4,116万m3

県水量

河川水量

地下水量

16.1%

60.7%

23.2%

総配水量
3,623万m3

23.8%

50.9%

25.3%
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● 水道の使用開始・中止
● 水道使用者の名義変更
● 口座振替の申込み、口座の変更
● 水道料金等のお支払いについて

● 検針水量（使用水量）について　など

e-mail：meisuiso@city.akashi.hyogo.jp

1 918－5067
● 水が出ないとき
● 水がにごっているとき
● 道路から水がもれているとき
● ご家庭の水道工事について
● 貯水槽の維持管理について
● 指定給水装置工事事業者について　など

明石市水道部から委託を受けた第一環境株式会社が
業務を行っています。

工務課 1 918－5066
● 水道本管の工事について　など

浄水課 明石市水道料金お客様センター 営業課 

水道部へのご意見・ご質問などをお寄せください 

1 918－5068

1 918－5064

● 水道水の水質について

● 浄水処理の方法

● 浄水場・配水場・貯水池・取水場について

　　　　　　　　　　　　　　     など

総務課 
● 予算・決算について

● 広報紙・ホームページについて

● その他のお問い合わせ・ご意見

水
道
部

への
お問い合

わ
せ

ごっくん　おいしい　明石のお水 
平成19年度 水の日最優秀標語（市内の小学4年生の作品885点の中から選ばれました。） 特

 
　
明
石
市
水
道
事
業
は
、実
質
的
に
平
成
１１
年
度
か
ら
赤
字
と
な

り
、平
成
１４
年
度
に
昭
和
５０
年
度
以
来
の
累
積
赤
字
（
欠
損
金
）
を

計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
平
成
１５
年
度
に
、市
民
の
み
な
さ

ま
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
体
制
を
維
持
し

つ
つ
、経
営
を
健
全
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
中
期
経
営
計
画
」

（
計
画
期
間
平
成
１６
年
度
〜
１９
年
度
）
を
立
て
、そ
の
実
施
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
間
、明
石
市
水
道
部
で
は
、様
々
な
経
営
改
善
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、平
成
１６
年
度
と
１７
年
度
に
段
階
的
な
水
道
料
金
の
値

上
げ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
計
画
期
間
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、「
中
期
経
営
計

画
」
の
主
な
成
果
と
今
後
の
水
道
事
業
経
営
の
課
題
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

水道部職員を装うなど悪質な詐欺や訪問販売が相次いでいます。
水道部が、宅内水道管の洗浄や浄水器の購入、
家庭配管の元につける磁気活性器などをご家庭にお勧めすることはありません。
不要な契約を迫られたり、ご不審に思われたときは、はっきりとお断りください。

悪質な商法にご注意ください！！ 悪質な商法にご注意ください！！ 

���
� �

�
勧誘の手口 

���� 	
高額の契約をする際は、その場で契約せず家族や
友人など周囲の方と相談しましょう。

「水 道 部 営 業 課」1918－5067 
「あかし消費生活センター」1912－0999へご相談ください。契約のトラブルは

水道水の無料点検を 
理由に来訪し、 

「この水を飲むと体に悪い」 
と勧誘 

水質検査、水についての 
アンケート、 

パッキンの無料交換を理由に、 
家にあがりこみ勧誘 

水道水の検査と称して 
塩素に反応する試薬を入れ、 

変色した水を指し 
「水が汚れているから」と勧誘 

 
糖尿病やアトピーに効く 
と嘘の薬効を説明する 

「水道部の方から来ました」 
などと公的機関から来たと 
思わせる「かたり商法」 

判断不十分者に対して 
有無を言わせず 

浄水器を取り付けて請求 

 
夜（7時や8時）に来訪し、 
数人で長時間居座り勧誘 

 
最初の金額から 

大幅な値引きを強調 

 
「水道管から鉛が溶け出して危険」 

と不安がらせて勧誘 

「蛇口の大きさを見せてほしい」 
とあがりこみ、 

勝手に浄水器を取り付けて請求 ��

水
道
部

への
お問い合

わ
せ

ご相談は

収入計 
6,667

支出計 
6,175

施設分担金
（水道管の新設や増径時に 

いただいたお金） 

297 その他
（他事業事務の引受による 

繰入金収入など） 

277

水道料金
6,093

受水費
（兵庫県から浄水処理済みの 

水を買う費用） 

1,314

その他
（委託料など） 

1,144
支払利息

（水道施設をつくるために 
借りたお金の利息） 

578減価償却費
（長期利用する施設の１年ごとの 
  価値の減少分を費用化したもの） 

1,571

492
当年度純利益 

薬品費
（浄水処理のための 
薬品購入費） 

59

動力費
（浄水場などを運転するための 

電力費など） 

324

人件費
1,016

修繕費
（施設や水道メーターの修理費） 

169

収入計 
561

支出計 
1,951

企業債償還金
（借り入れたお金の 
元金を返済する経費） 
1,004 
 

建設改良費
（水道施設を建設したり、 
老朽化した施設を 
更新するための経費） 

902 
 

補てん財源 
（現金支出を伴わない 
減価償却費などによる 
内部留保資金等で補てん） 

 

補てん財源 
（現金支出を伴わない 
減価償却費などによる 
内部留保資金等で補てん） 

 
1,390　 

その他
（固定資産売却代金など） 

3 
 

固定資産購入費
（水道メーターや 

水質検査機器などの購入費） 
45 
 

他会計負担金
（消火栓を設置するための 
一般会計からの繰入金収入） 

35 
 

工事負担金
（開発事業区域で 

水道本管を新設する場合 
などにいただいたお金） 

138

企業債
（水道施設をつくるために 

借り入れたお金） 
385 
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単位：百万円（税込み） 単位：百万円（税抜き） 
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　水道部では、より安全でおいしい水をお届けするために、きめ細かな水質検査を
行っています。この水質検査について、より詳しくご理解いただくため、毎年度、水
質検査計画を作成しています。水質検査計画は、水道部のホームページのほか、行
政情報センター（市役所本庁舎2階）、水道部浄水課（市役所分庁舎3階）でもご覧
いただけます。 
　また、水質検査結果は水道部のホームページと水道部浄水課でご覧いただけます。 
　水道部では、市民のみなさまが最も貴重な水道水質モニターであると考えてい
ます。これからもより良い水道水をお届けするために、水質に関して疑問に思われ
たことや感じたことがあれば、何でもお気軽に浄水課水質検査係（1 928－6386）
までお声をお寄せください。 

　水道のご使用開始・中止などの窓口「明石市水道料金お客様センター」が
移転しました。 
　ご来店の際は移転場所をご確認のうえお越しください。 
　なお、同センターの業務内容については、このページ下段のお問い合わせ
先の欄に掲載しています。 

〒673-0016 明石市松の内1丁目9番１７号
（ＪＲ西明石駅東口より徒歩１５分）

1 926－5507 5 926－5512
●営業時間　午前8時５５分～午後5時４０分
　　　　　 （1月1日～3日を除く毎日）

水道料金お客様センターが 
移転しました 
水道料金お客様センターが 
移転しました 　冬、気温が氷点下になると水道管や水道メータ内の水が凍っ

たり、水道管が破損したりすることがあります。水道管にも冬じた
くをし、寒さ対策をお願い致します。

営業課　給水係・維持係 1 918－5067 
夜間・休日は水道サービスセンター 1 928－6385

詳 し い 水 質 情 報 は ・ ・ ・  

水道管に布や毛布などを巻きつけ、その
上にビニールテープを巻きつけてください。 
（布などが濡れてしまうと効果がなくなり
ますのでご注意ください。） 
 

凍結を防ぐには 

まず、止水栓を閉めるか、破損したところ
に布やテープを巻きつけるなどの応急処
置をしてから下記へご連絡ください。 

水道管が破損してしまったら 

もし凍結してしまったら、あわてて蛇口や
水道管に熱湯をかけると、破損してしまう
ことがあります。気温の上昇を待つか、タ
オルなどをかぶせた上からぬるま湯を少
しずつかけて解凍してください。 

凍結してしまったら 
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●三菱東京UFJ銀行

JR西明石駅
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明石市水道料金お客様センター 


